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　歳末たすけあい運動は、低所得者世帯やハン
ディを持った人達、子ども達への支援等の給付
事業が主流でしたが、最近は寝たきりや認知症
の人を抱える世帯、ひとり暮らし老人や高齢者
世帯等の増加とともに、在宅福祉サービスや市
民参加のふれあい福祉活動へと配分方法も変化
してきています。
　あなたの募金が、こう
した事業の大きな財源と
して活用されます。
　ご協力よろしくお願い
いたします。

　１　目標額　　750万円
　２　実施期間　12月１日～ 20日
　３　 募金の配分先
　　　 被保護・要援護世帯児童生徒お年玉、養

護老人ホーム・児童福祉施設・障がい者
福祉施設（市内）入所者、赤穂精華園・さ
くらこども学園教材費、更生保護女性会
施設訪問活動費、友愛訪問活動、三世代
交流もちつき大会、ふれあいいきいきサ
ロン事業、介護特別食サービス　など

「あなたのぬく
もりが

笑顔にかわる」

　三世代交流もちつき大会と友愛訪問活動の対象者は、今年から１歳
ずつ年齢が上がります。今年度の対象者は下記のとおりです。
①昭和17年12月31日までに誕生日のある71歳以上のひとり暮らし老人
②昭和12年12月31日までに誕生日のある76歳以上の高齢者世帯

　10月１日より行われてきた赤い羽根共同募金運
動が終了しました。
　街頭募金には、延530名の方々にご協力いただ
き、総額502,055円の募金が集まりました。
　集められた募金に込められた皆さんの福祉への
熱い思いを受け止め、来年度の活動へ活かしてい
きます。
　ご協力ありがとうございました。

ご協力ありがとうございました！
赤い羽根共同募金運動が終了

　10月31日　早朝のＪＲ有
年駅において、有年小学校
の児童・教員等18名が街頭
募金を行い、笑顔で募金へ
の協力を呼びかけました。
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ぼ
く
は
、
有
田
優
也
で
す
。
庸
司

（
よ
う
じ
）は
、
お
父
さ
ん
の
名
前
で

す
。
だ
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ぼ

く
に
、

「
バ
イ
バ
イ
!! 

よ
う
じ
。」

と
言
っ
て
、
楽
し
そ
う
に
歩
い
て
帰

り
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、認
知
症
で
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
は
、
５
年
生
の

総
合
の
授
業
で
勉
強
し
ま
し
た
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り

し
ま
し
た
。
そ
の
症
状
は
、「
昔
の
事

は
覚
え
て
い
る
け
ど
、
今
さ
っ
き

の
事
を
忘
れ
て
い
る
」「
ず
っ
と
探
し

物
を
し
て
い
る
」「
人
の
顔
や
自
分
の

家
が
分
か
ら
な
く
な
る
」な
ど
で
す
。

こ
の
時
ぼ
く
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

認
知
症
だ
と
知
っ
て
い
た
け
ど
、
ぼ

く
の
事
を「
優
也
」と
呼
ん
で
く
れ
て

い
た
の
で
、
そ
ん
な
に
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け

ど
、
一
年
た
た
な
い
う
ち
に
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
、
ぼ
く
を「
よ
う
じ
」と

呼
ん
だ
り
、
急
に
泣
い
た
り
、
赤
信

号
で
渡
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
、
家

族
み
ん
な
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ

の
前
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
パ
ジ
ャ

マ
で
散
歩
を
し
て
い
た
の
で
、
お

母
さ
ん
が
車
に
の
せ
て
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
家
に
送
っ
て
い
る
と
、
突
然
お

こ
り
出
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
お
母

さ
ん
が
か
わ
い
そ
う
だ
し
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
を
止
め
た
い
け
ど
こ
わ
い

し
、
な
に
も
で
き
な
く
て
悲
し
く
な

り
ま
し
た
。
本
当
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
ど
こ
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
休
み
に
入
る
と
、
ラ
ジ

オ
体
操
と
祭
り
の
笛
練
習
が
始
ま
り

ま
し
た
。
も
と
も
と
し
し
ま
い
が
大

好
き
で
、
五
年
前
ま
で
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、
子
ど
も
会
の
笛
の
先
生
で
し

た
。
だ
か
ら
、
笛
の
音
が
す
る
と

や
っ
て
来
て
、
大
き
な
声
で
ほ
め
た

り
拍
手
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
が
笛
の
先
生
だ
っ
た
こ
と

を
今
の
子
ど
も
会
の
子
は
知
ら
な
い

の
で
、
不
思
議
に
思
っ
た
り
び
っ
く

り
し
た
り
し
て
、
練
習
に
集
中
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ぼ
く
達
の
笛
が
う

ま
く
で
き
な
い
と
祭
り
が
盛
り
上
が

り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
だ
と
祭
り
に

迷
惑
を
か
け
ま
す
。
そ
れ
は
い
や
で

す
。
だ
め
で
す
。
家
族
で
話
し
合
い

ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
小
さ
い
子
や

笛
の
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い
た
ら

笑
っ
て
い
て
楽
し
そ
う
で
す
。
認
知

症
の
人
に
と
っ
て
は
い
い
こ
と
だ
と

分
か
り
ま
す
。

　

で
も
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
人
に

迷
惑
を
か
け
た
り
、
が
ま
ん
を
さ
せ

た
上
で
笑
っ
て
い
る
の
は
、
い
け
な

い
と
家
族
全
員
が
思
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
お
母
さ
ん
が
練
習
時
間
に
来

て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
止
め
ま
し

た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
笑
っ
て
帰

る
日
や
大
声
で
怒
る
日
、
小
さ
な
声

で
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
帰
る
日
な

ど
色
々
で
大
変
で
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
色
々
考
え

ま
し
た
。
そ
れ
で
、
ぼ
く
に
で
き
る

こ
と
が
二
つ
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
に
は
、
家
族
の
こ
と
に

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
加
わ
っ
て

大
変
だ
か
ら
、
ぼ
く
が
全
力
で
お
手

伝
い
を
し
て
助
け
ま
す
。

　

そ
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
は
、

ぼ
く
が「
よ
う
じ
」に
な
り
き
る
か

ら
、
優
し
い
気
持
ち
で
笑
っ
て
い
て

く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
も
ぼ
く
も
楽
し
く
で
き
る
日

が
く
る
と
ぼ
く
は
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
「
よ
う
じ
」

坂
越
小
学
校
６
年　

有
田　

優
也

◆
福
祉
作
文
（
小
学
生
の
部
）
大
賞
◆

平
成
25
年
度

福
祉
作
文
入
賞
者
決
定
!!

　

身
近
な
福
祉
活
動
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
方
よ
り
昨
年
を
上
回
る
計
４
７
９
点
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

慎
重
な
審
査
の
結
果
、
次
の
み
な
さ
ん
が
入
選
さ
れ
、
12
月
７
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
る「
障
が
い
者
週
間
と
も
に
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」の
席
上

で
表
彰
さ
れ
ま
す
。（
各
部
門
大
賞
・
特
選
・
入
選
の
方
の
み
）

【
小
学
生
の
部
】

大
賞 

有
田　

優
也 （
坂
越
小
学
校
6
年
）

特
選 

下
薗　

湖
夕 （
城
西
小
学
校
6
年
）

入
選 

下
脇　

美
都 （
塩
屋
小
学
校
5
年
）

 

須
貝　

元
気 （
尾
崎
小
学
校
6
年
）

佳
作 

淵
本　

純
平（
赤
穂
小
学
校
6
年
）

 

瀬
尾　

萌
華 （
城
西
小
学
校
6
年
）

 

山
谷　

彩
果 （
塩
屋
小
学
校
6
年
）

 

河
上　
　

楓 （
赤
穂
西
小
学
校
5
年
）

 

成
林　

真
衣 （
尾
崎
小
学
校
5
年
）

 

山
根
古
都
子 （
御
崎
小
学
校
5
年
）

 

久
保　

悠
人 （
坂
越
小
学
校
3
年
）

 

松
井　

流
斗 （
高
雄
小
学
校
6
年
）

 

山
手
涼
太
朗 （
有
年
小
学
校
5
年
）

 

大
洲　
　

優 （
原
小
学
校
3
年
）

【
中
学
生
の
部
】 

 

大
賞 

平
戸　

乃
愛 （
坂
越
中
学
校
1
年
）

特
選 

瀬
尾　

彩
萌 （
赤
穂
中
学
校
2
年
）

入
選 

前
家　

芽
依 （
赤
穂
中
学
校
3
年
）

 

岡
本　

康
聖 （
坂
越
中
学
校
1
年
）

佳
作 

金
家　

弘
明 （
赤
穂
中
学
校
2
年
）

 

橋
本　
　

航 （
赤
穂
西
中
学
校
1
年
）

 

真
殿　

倫
世 （
赤
穂
東
中
学
校
2
年
）

 
澤
田
真
理
子 （
坂
越
中
学
校
3
年
）

 
藤
定　

稜
也 （
有
年
中
学
校
3
年
）

【
高
校
生
以
上
の
部
】

大
賞 

近
松　

真
紀 （
赤
穂
高
等
学
校
2
年
）

特
選 

田
口　

桂
子 （
赤
穂
高
等
学
校
2
年
）

入
選 

大
上　

真
衣 （
赤
穂
高
等
学
校
1
年
）

 

上
原　

美
紗 （
赤
穂
高
等
学
校
2
年
）

佳
作 

上
山　

栞
奈 （
赤
穂
高
等
学
校
2
年
）

　

応
募
の
み
な
さ
ま
に
は
、
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
福
祉
作
文
集
に
掲

載
し
、
広
く
福
祉
活
動
の
場
で
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

福
祉
作
文
集
は
、
市
内
の
学
校

や
各
福
祉
施
設
に
お
届
け
す
る
ほ

か
、社
協
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

※ 

福
祉
作
文
の
大
賞
作
品
は
、
今

月
号
の
社
協
だ
よ
り
か
ら
順
次

掲
載
し
ま
す
。

◆
福
祉
作
文 

（
敬
称
略
）

◆
福
祉
作
文 

（
敬
称
略
）

　

中
学
生
の
部
・
高
校
生
以

上
の
部
の
大
賞
作
品
に
つ
い

て
は
、
次
号
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】
 桝本　由香子　　匿名１件

・一般会員　１口 500円
・賛助会員　１口 2,000円
・法人会員　１口 5,000円

賛助会費 ありがとう
ございました〈敬称略〉
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　音楽は、人の心と身体を癒し、
健康にします。
　近年その音楽が療法として注
目され、施設などでも利用者と
一緒に歌ったり、楽器を鳴らし
たりする活動が拡がっています。
　あなたもそんな活動を始めてみませんか？
●日　　時　平成26年１月17日（金）、１月31日（金）
　　　　　　午後１時30分～３時30分《全２回》
●場　　所　総合福祉会館
●対　　象　市民　30名
●講　　師　音楽療法士　柿本 理津子 氏
●受 講 料　無料
●申込締切　 １月８日（水）　
　　　　　　※定員になり次第締め切ります。
●主催・申込先　 社会福祉協議会（ボランティアセン

ター）　☎４２・１３９７

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（11月１日～ 11月29日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
上 郡 町 匿 名 10,000 福祉のために
木 津 大 黒 　 武 憲 100,000 亡父（正昭）満中陰志
有年横尾 匿 名 50,000 長男の供養のために
中 広 匿 名 100,000 亡夫満中陰志
中 広 鵜 崎 　タエ子 5,000 福祉のために
尾 崎 塚 本 　 勝 嘉 100,000 亡妻満中陰志
中 広 赤穂市いずみ会 5,000 しあわせフェスティバル売上金の一部を
加 里 屋 伯鳳会在宅ケアセンター 5,000 しあわせフェスティバル売上金の一部を
上仮屋南 匿 名 2,000 車椅子借用御礼
相生市双葉町 妙修寺婦人会 雑巾100枚 福祉のために役立ててください。
中 広 赤穂市社会福祉協議会職員一同 3,923 しあわせフェスティバル売上金の一部を
尾 崎 匿 名 3,000 歩行器借用御礼
上郡町竹万 ＪＡ兵庫西西播磨営農生活センター 42,633 ＪＡ兵庫西ふれあいフェスタ売上金の一部を
大 津 匿 名 30,000 善意で
塩 屋 匿 名 10,000 車椅子借用御礼
西 有 年 三 村 　 訓 弘 100,000 亡父（明）満中陰志
元 塩 町 匿 名 1,880 消費者協会バザー出品物の売上金を

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

調理ボランティア募集中！
　社協と赤穂市介護者
の会では、在宅介護支
援の一環として、栄養
士の協力のもと「減塩・
減糖」を基本とした介
護特別食を毎週月曜日
と木曜日の午前中に調
理し、昼食を配食して
います。
　現在、調理ボランティアとしてご協力いただける
方を募集しています。
　詳しくは社協（☎４２・１３９７）までお問い合わせ
ください。

心配ごと相談所開設日のご案内
 （12月11日～１月８日まで）

●一般相談
　12月11日（水）　午後１時～５時
　12月25日（水）　午後１時～５時
　１月８日（水）　午後１時～５時
●弁護士相談
　12月19日（木）　午前８時30分～正午（要予約）
●カウンセラーによるこころの相談
　12月25日（水）　午後１時～５時（要予約）
　１月８日（水）　午後１時～５時（要予約）
※ 費用は無料です。相談のご予約・お問い合わせは
社協（☎４２・１３９７）まで。

中央共同募金会会長表彰
　　 （共同募金運動奉仕功労者）（敬称略）

　長年共同募金運動の推進
に寄与され、社会福祉の向
上に多大な貢献をされてい
ます。

※ 平成25年度全国社会福祉
大会（11月15日 東京都日
比谷公会堂で開催）の席上
で表彰されました。

～サロン紹介～汐見なぎさサロン
『お待ちかねの演芸会　大いに笑って楽しみましょう！』

　各地で紅葉の便りが聞かれは
じめた11月18日、汐見なぎさ
サロンでは毎年恒例の演芸会が
開催され、19名が参加しました。
　今年は「ひばり会」の皆さんに
お越しいただき、歌や踊りでサ
ロンを盛り上げていただきまし
た。素敵な演芸に魅せられて、

サロンメンバーもとび入り
でカラオケを歌ったり、全
員で「星影のワルツ」を歌い
ました。
　日ごとに寒くなっていま
すが、大いに笑って楽しん
でほっこりした一日でし
た。

村下　龍彦

♪♪音楽ボランティア養成講座♪♪
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